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今月の主なニュース

遺
伝
子
の
狙
っ
た
部
位
で
改
変

が
で
き
る
と
説
明
し
た
が
、

狙
っ
て
い
な
い
場
所
で
改
変
が

起
き
る
場
合
も
あ
る
「
オ
フ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
」と
呼
ぶ
現
象
だ
。

オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
遺
伝
子
は
ど

ん
な
振
る
舞
い
を
す
る
の
か
。

人
体
へ
の
予
想
外
の
影
響
が
あ

る
の
か
ど
う
か
、
現
状
で
は
わ

か
っ
て
い
な
い
。
技
術
の
精
度

を
高
め
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
な

く
す
研
究
は
欠
か
せ
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
説
明
し
て
き
た
の

は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
の
影
響
が
当

該
の
患
者
だ
け
に
と
ど
ま
る

「
体
細
胞
の
遺
伝
子
治
療
」
と

呼
ぶ
手
法
だ
。
一
方
で
、
受
精

卵
で
も
ゲ
ノ
ム
編
集
は
可
能

だ
。
18
年
11
月
に
中
国
の
研
究

者
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
に
く

い
よ
う
受
精
卵
を
ゲ
ノ
ム
編
集

し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
誕
生
さ
せ
た

こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
記
憶
だ
ろ

う
。「
編
集
」の
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
が
世
代
を
超
え
る
可
能
性
が

あ
る
受
精
卵
だ
け
に
、
こ
の
研

究
者
は
「
生
命
倫
理
の
一
線
を

超
え
た
」と
強
く
批
判
さ
れ
た
。

　

技
術
の
進
展
は
、
人
間
の
欲

望
を
前
面
に
出
す
懸
念
も
生

む
。
受
精
卵
で
の
研
究
が
過
度

に
進
め
ば
、
治
療
の
範
囲
を
超

え
、
容
姿
端
麗
、
頭
脳
明
晰
、

抜
群
の
身
体
能
力
な
ど
の
特
徴

を
持
つ
、
親
の
望
み
通
り
に
デ

ザ
イ
ン
し
た
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
・

ベ
ビ
ー
」が
理
屈
上
は
可
能
だ
。

　

心
臓
病
や
不
妊
症
の
仕
組
み

解
明
な
ど
医
学
の
発
展
に
役
立

つ
基
礎
研
究
を
、
海
外
で
は
受

精
卵
ゲ
ノ
ム
編
集
で
行
っ
て
い

る
。
日
本
で
も
ゲ
ノ
ム
編
集
ベ

ビ
ー
の
誕
生
は
法
規
制
し
、
医

学
の
基
礎
研
究
は
幅
広
く
認
め

て
い
る
。

　

技
術
の
進
歩
は
著
し
い
が
、

技
術
が
あ
れ
ば
何
を
や
っ
て
も

い
い
わ
け
で
は
な
い
。
医
学
・

医
療
の
進
歩
と
生
命
倫
理
の
規

制
を
ど
う
両
立
さ
せ
る
の
か
。

私
た
ち
は
難
し
い
問
い
を
突
き

つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
生
物
の
遺
伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
を
改
変
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
革
新
を
起
こ
す
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」。

こ
の
技
術
を
医
療
に
応
用
す
る
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
治
ら
な
い
病
気
が
治
療
で
き
る
期
待
も

膨
ら
み
、
注
目
は
高
ま
る
。
一
方
で
、
人
間
に
応
用
す
る
と
重
大
な
倫
理
的
課
題
が
生
ま
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。「
21
世
紀
の
医
療
に
革
命
を
も
た
ら
す
」
と
さ
れ
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
最

近
の
動
向
を
ま
と
め
た
。（
読
売
新
聞
東
京
本
社
調
査
研
究
本
部
主
任
研
究
員
・
佐
藤
良
明
）

　
「
遺
伝
子
治
療
」
と
い
う
医

療
が
あ
る
。
20
世
紀
末
に
最
先

端
技
術
と
し
て
登
場
し
た
。
日

本
で
は
１
９
９
５
年
、
北
海
道

大
学
病
院
で
行
わ
れ
た
免
疫
不

全
症
の
幼
児
へ
の
遺
伝
子
治
療

が
、
国
内
初
の
実
施
例
と
し
て

注
目
さ
れ
た
。当
時
、「
遺
伝
子
」

の
「
治
療
」
と
い
う
究
極
の
手

法
が
、「
生
命
の
設
計
図
に
手

を
加
え
る
」「
神
の
領
域
を
侵

す
」
と
い
っ
た
印
象
を
与
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
呼
ん
だ
。

　

本
稿
で
説
明
す
る
ゲ
ノ
ム
編

集
の
医
療
応
用
と
は
、
こ
の
遺

伝
子
治
療
を
指
す
。
四
半
世
紀

前
に
比
べ
、
研
究
が
進
ん
で
技

術
は
精
緻
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
遺
伝
子
、

ゲ
ノ
ム
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

お
さ
ら
い
し
よ
う
。
生
物
の
細

胞
に
は
、
４
種
類
の
化
学
物
質

（
塩
基
）で
形
作
ら
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ

と
い
う
長
い
ヒ
モ
が
あ
る
。
Ｄ

Ｎ
Ａ
に
は
、
塩
基
の
並
び
方
に

よ
っ
て
タ
ン
パ
ク
質
を
合
成
す

る
部
分
と
し
な
い
部
分
が
あ
り
、 

合
成
す
る
部
分
を
遺
伝
子
と
呼

ぶ
。
で
き
た
タ
ン
パ
ク
質
が
さ

ま
ざ
ま
な
生
命
活
動
を
担
う
。

ゲ
ノ
ム
と
は
こ
れ
ら
遺
伝
情
報

全
体
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
を
指
す
。

「
ク
リ
ス
パ
ー
・
キ
ャ
ス
９
」

の
登
場
で
激
変

　
遺
伝
子
に
不
具
合
が
あ
る
と
、 

生
命
維
持
に
不
可
欠
な
タ
ン
パ

ク
質
が
作
れ
な
い
。
北
大
の
幼

児
も
、
タ
ン
パ
ク
質
の
一
種
で

免
疫
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
酵
素

が
な
く
、
重
い
免
疫
不
全
症
に

苦
し
ん
で
い
た
。
重
篤
な
病
気

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
遺
伝
子
が
発

症
に
関
与
す
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
が
、
北
大
の
例
は
た
っ
た

１
つ
の
遺
伝
子
の
不
具
合
が
原

因
だ
。
そ
こ
で
、
当
該
の
遺
伝

子
を
点
滴
で
注
入
す
る
単
純
な

方
法
で
治
療
し
た
。
当
時
の
技

術
水
準
で
は
こ
れ
が
精
一
杯
で
、 

遺
伝
子
を
自
由
自
在
に
改
変
す

る
の
は「
夢
の
技
術
」だ
っ
た
。

子
で
治
す
）
と
い
う
原
始
的
方

法
か
ら
「
遺
伝
子
を
治
す
」
や

り
方
へ
と
進
歩
は
著
し
い
。

　

19
年
秋
、
都
内
で
開
か
れ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ゲ
ノ
ム
編
集

の
現
在
地
」
で
、
山
口
照
英
・

金
沢
工
業
大
学
教
授
は
「
ゲ
ノ

ム
編
集
の
臨
床
試
験
は
日
本
で

は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

海
外
で
は
急
増
し
て
い
る
」
と

説
明
し
た
。
山
口
教
授
に
よ
れ

ば
、
50
件
以
上
の
計
画
が
国
際

的
臨
床
試
験
サ
イ
ト
で
公
表
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

最
新
の
ク
リ
ス
パ
ー
よ
り
世

代
の
古
い
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を

使
っ
た
米
国
の
臨
床
試
験
は
、

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）

感
染
者
の
免
疫

細
胞
で
遺
伝
子

を
改
変
し
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
し

に
く
く
し
て
増

殖
を
抑
え
る
試

み
の
ほ
か
、
ム

コ
多
糖
症
と
い

う
酵
素
欠
損
症

や
血
友
病
の
患

者
で
、
正
常
な

遺
伝
子
を
肝
臓

に
導
入
し
て
必

要
な
体
内
物
質

（注）小林雅一「ゲノム革命がはじまる」（集英社新書）

を
作
ら
せ
る
や
り
方
だ
。

が
ん
治
療
へ
の
応
用

　

ク
リ
ス
パ
ー
技
術
を

使
っ
た
遺
伝
子
治
療
の

臨
床
試
験
は
、
先
陣
を

切
っ
て
中
国
で
始
ま
っ

た
。
対
象
は
肺
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
な
ど
の
患

者
で
、
免
疫
細
胞
の
一

種
、
Ｔ
細
胞
の
遺
伝
子

を
改
変
し
、
が
ん
を
攻

撃
し
や
す
く
な
る
よ
う

に
変
え
る
。少
し
説
明
す
る
と
、

本
庶
佑
・
京
都
大
学
特
別
教
授

が
発
見
し
て
18
年
に
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た

「
Ｐ
Ｄ
︱
１
」
と
い
う
Ｔ
細
胞

表
面
の
分
子
が
あ
る
。
Ｐ
Ｄ
︱

１
に
が
ん
細
胞
が
く
っ
つ
く

と
、
Ｔ
細
胞
は
が
ん
を
攻
撃
し

な
く
な
る
。
臨
床
試
験
で
は
Ｐ

Ｄ
︱
１
遺
伝
子
を
壊
し
て
、
Ｐ

Ｄ
︱
１
を
な
く
し
、
Ｔ
細
胞
が

常
に
が
ん
を
攻
撃
で
き
る
よ
う

改
変
し
た
。

　

ま
た
19
年
に
な
る
と
、
米
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
の
チ
ー
ム
が

最
新
の
免
疫
療
法
と
組
み
合
わ

せ
た
ゲ
ノ
ム
編
集
治
療
の
臨
床

研
究
を
皮
膚
が
ん
、
骨
髄
腫
な

ど
の
患
者
で
始
め
た
。
ク
リ
ス

パ
ー
技
術
の
開
発
者
の
１
人
、

シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
博
士
の
創

業
し
た
医
療
企
業
も
ド
イ
ツ
の

病
院
で
地
中
海
貧
血
症
と
い
う

特
殊
な
病
気
を
ゲ
ノ
ム
編
集
で

治
療
す
る
臨
床
研
究
に
着
手
し

た
（
注
）。
い
ず
れ
も
初
期
の

段
階
で
あ
り
、
確
実
な
治
療
法

と
な
る
か
進
展
が
注
目
さ
れ
る
。

　

今
後
研
究
が
進
め
ば
、
病
気

の
原
因
遺
伝
子
が
わ
か
っ
て
い

な
が
ら
治
療
法
の
な
か
っ
た
遺

伝
性
疾
患
な
ど
が
治
療
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
遺
伝

子
変
異
が
積
み
重
な
っ
て
発
症

す
る
が
ん
で
も
画
期
的
治
療
法

が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ゲ
ノ
ム
編
集
の
課
題

　
期
待
の
一
方
で
課
題
も
あ
る
。 

　

話
を
２
０
２
０
年
に
進
め
る

と
、
理
屈
の
上
で
は
、
遺
伝
子

を
自
由
自
在
に
治
療
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
従
来
は
、
遺
伝

子
の
特
定
部
位
を
標
的
に
し
て

改
変
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
難

し
く
、
博
打
の
よ
う
な
不
確
実

な
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
12

年
に
登
場
し
た
「
ク
リ
ス

パ
ー
・
キ
ャ
ス
９
」
と
い
う
ゲ

ノ
ム
編
集
技
術
は
、
狙
っ
た
遺

伝
子
の
狙
っ
た
部
分
を
「
切
っ

た
り
」「
貼
っ
た
り
」「
取
り
除

い
た
り
」「
取
り
替
え
た
り
」

で
き
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
文

章
の
編
集
作
業
の
よ
う
だ
。

　

技
術
の
詳
細
は
省
く
が
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
仲
間
（
Ｒ
Ｎ
Ａ
）
を
案

内
役
に
し
て
、
改
変
し
た
い
部

位
へ
「
は
さ
み
」
や
「
の
り
」

の
役
目
を
果
た
す
Ｄ
Ｎ
Ａ
断
片

を
う
ま
い
具
合
に
運
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
遺
伝
子
注
入
（
遺
伝

ゲノム編集の現在
21世紀の医療に革命をもたらす

狙
っ
た
遺
伝
子
の
、
狙
っ
た
部
分
を

「
切
っ
た
り
」「
貼
っ
た
り
」が
可
能
に

第
４
回　
か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム・
ゼ
ロ
に
向
け
て
の
コン
デ
ィ
ショニン
グ

�

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院

㉒
世
紀
医
療
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
　
松
平
　
浩

神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会　
12
月
例
会

養
護
教
諭
に
求
め
ら
れ
る
保
健
教
育
力

�

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
　
准
教
授
　
高
橋
　
佐
和
子

「
保
健
室
」　�

玉
川
学
園
小
学
部
　
藤
部
　
佳
子

第
65
回　
神
奈
川
県
公
衆
衛
生
学
会　
開
催

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア　
開
催

２面４面 ３面

ゲノム編集医療の主な動き
１９９０年 米国で世界初の遺伝子治療（重症免疫不全症）
１９９５年 北海道大で日本初の遺伝子治療（同上）
１９９６年 第１世代のゲノム編集技術ＺＦＮの登場
２０１０年 第２世代の技術ＴＡＬＥＮが登場
２０１２年 CRISPR-Cas ９（クリスパー・キャス９）の

論文発表
２０１４年 米国でゲノム編集技術ＺＦＮによる初の臨床

試験
２０１６年 中国でCRISPR-Cas ９による初の臨床試験
２０１８年 中国で受精卵をゲノム編集し赤ちゃんが誕生
２０１９年 日本政府が受精卵ゲノム編集の規制方針まと

める。
母体へ戻すことは法で禁止、基礎研究は容認

改造した
細胞患者

治
療
効
果
期
待

ゲノム編集の一例

ゲノムを
編集する

患者へ戻す

細胞を
取り出す



　

第
４
回
か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
主
催
＝
当
協
会
）

が
、
11
月
22
日
、
神
奈
川
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
今
回
は
、
労
働
生
産
性
の
低
下
を
招
く
と
い
わ
れ
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
の
現
状
と
そ
れ
を
軽
減
す
る
方
法
に
つ
い

て
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
22
世
紀
医
療
セ
ン
タ
ー
の

松
平
浩
特
任
教
授
が
講
演
し
た
。
参
加
者
は
、
35
団
体
38
人
。

　

日
本
人
は
勤
勉
で
多
少
の
不

調
で
は
休
ま
な
い
た
め
、
ア
ブ

セ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
（
病
気
な
ど

の
理
由
で
欠
勤
や
休
職
、遅
刻
、

早
退
す
る
こ
と
）
よ
り
も
プ
レ

ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
（
何
ら
か
の

疾
患
や
症
状
を
抱
え
な
が
ら
出

勤
し
、
業
務
遂
行
能
力
や
労
働

生
産
性
が
低
下
し
て
い
る
状

態
）
で
の
労
働
損
失
が
大
き
い

と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
の
が
「
腰
痛
」
と

「
肩
こ
り・首
痛
」だ（
図
１
）。

「
直
近
の
、
日
本
全
国
１
万
人

の
労
働
者
に
対
し
て
行
っ
た
調

査
で
は
、
腰
痛
や
肩
こ
り
で
の

経
済
損
失

は
、
年
間
約

６
兆
円
強
、

精
神
の
不
調

で
約
３
・
５

兆
円
、
睡
眠

の
不
調
２
・

４
兆
円
と
い

う
試
算
も
出

て
い
ま
す
。

産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
は
、

こ
れ
か
ら
は

こ
こ
を
意
識

し
て
や
っ
て

い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い

ま
す
」
と
松

平
先
生
。

松平 浩先生

注：１）有訴者には入院者は含まないが、分母となる世帯人員には入院者を含む。 ２）平成28年の数値は、熊本県を除いたものである。
厚生労働省、平成28年 国民生活基礎調査結果の概要より

図 1　性別にみた有訴者率の上位５症状（複数回答）
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図 2　非特異的急性腰痛に対する活動維持指導の効果
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痛みの範囲内で活動することを
指導したほうが望ましいことを示唆

翌年再発率

調整オッズ比：3.6
（95％CI:0.96-13.6）

32.3%

16.1%

安静群 活動群 安静群 活動群 安静群 活動群

2回以上再発率
52.6%

20.0%

腰痛3カ月以上継続

28.6%

0%

ぎっくり腰で医療施設を受診した際に、安
静を指導された人（安静群）と痛みの範囲
内での活動を指導された人（活動群）の
翌年のぎっくり腰の再発状況を検討

安静群のほうが、翌年にぎっくり腰を
再発するリスクが3倍以上高い結果

「
腰
痛
は
動
い
て
直
せ
」が 

新
常
識

　

で
は
、
実
際
に
腰
痛
・
肩
こ

り
な
ど
の
身
体
の
不
調
を
解
消

す
る
の
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

い
い
の
か
。

　

松
平
先
生
曰
く
、「
ぎ
っ
く

り
腰
な
ど
は
、
痛
み
へ
の
恐
怖

か
ら
、
安
静
に
し
て
大
事
に
し

よ
う
と
す
る“
恐
怖
回
避
思
考
”

が
働
き
ま
す
。
し
か
し
、
安
静

に
す
る
意
識
が
高
い
と
、
か

え
っ
て
再
発
し
や
す
い
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
り
（
図
２
）、
い

つ
も
ど
お
り
に
仕
事
を
し
て
い

る
と
７
割
の
人
が
４
週
間
で
痛

み
が
な
く
な
り
ま
す
。
回
復
に

は
、薬
や
施
術
だ
け
で
は
な
く
、

大
丈
夫
と
い
う
安
心
感
、
不
安

や
恐
怖
を
与
え
な
い
医
療
者
の

態
度
が
必
須
で
す
」。

腰
痛
の
な
い
健
常
者
で
も
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
を
見
る
と

76
％
の
人
に
ヘ
ル
ニ
ア
が
あ

り
、
逆
に
、
腰
痛
が
あ
る
人
の

47
％
は
画
像
上
の
異
常
が
な
い

と
い
う
報
告
が
あ
る
。「
画
像

診
断
が
先
に
な
っ
て
、
不
安
や

恐
怖
が
出
て
く
る
。
画
像
と
痛

み
は
、
多
く
が
関
係
な
い
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー

ズ
ム
の
解
消
に
は
、
ド
ー
パ
ミ

ン
を
ほ
ど
良
く
出
し
て
、
扁
桃

体
を
無
駄
に
興
奮
さ
せ
な
い
セ

ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
っ
た
。

「
１
日
８
、
０
０
０
歩
」 

「
早
歩
き
15
分
」 

「
階
段
見
た
ら
あ
り
が
と
う
」

腰
痛
が
起
き
た
こ
と
で
不

活
動
と
な
れ
ば
肥
満
と
な
り
、

脂
肪
細
胞
が
肥
大
化
し
、
慢
性

の
炎
症
状
態
と
な
る
。
そ
う
な

る
と
動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
、
う
つ
病
、
が
ん
な
ど

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
身
体
の
老
化
を
松
平
先
生

は
『
炎
症
負
債
』
と
呼
び
、
負

債
を
返
す
た
め
に
①
食
事
・
栄

養
②
身
体
活
動
・
栄
養
③
瞑

想
・
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
、
の

３
点
が
重
要
だ
と
い
う
。

な
か
で
も
運
動
習
慣
は
、

筋
肉
を
使
う
こ
と
で
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
物
質
の
マ
イ
オ
カ
イ

ン
が
出
て
、
炎
症
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き

る
。
す
べ
て

の
疾
病
予
防

に
は
、
１
日

８
、
０
０
０

歩
の
活
動
の

う
ち
、
20
分

の
中
程
度
の

運
動
（
速
歩

き
か
階
段
昇

降
）
が
有
効

で
あ
り
、
１

日
15
分
の
速

歩
き
で
、
死

亡
リ
ス
ク
が

14
％
低
下
す

る
。
さ
ら
に

座
り
過
ぎ
に

よ
る
リ
ス
ク

も
あ
り
、
世

界
一
座
位
時
間
が
長
い
と
い
わ

れ
る
日
本
人
は
、
１
日
８
時
間

座
っ
て
い
る
と
死
亡
リ
ス
ク
が

１
・
２
倍
に
な
る
と
い
う
。

　

運
動
が
体
に
良
い
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
る
が
、
実
際
取
り
入

れ
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
松

平
先
生
は
、
活
動
量
を
上
げ
る

た
め
、
歩
く
ス
ピ
ー
ド
を
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
と
階
段
を
利
用
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、

座
り
っ
ぱ
な
し
を
中
断
す
る
ブ

レ
イ
ク
に
『
こ
れ
だ
け
体
操
R』

（
図
３
）
の
活
用
も
い
い
と
い

う
。
こ
れ
は
、
悪
い
姿
勢
で
崩

れ
た
身
体
の
位
置
を
リ
セ
ッ
ト

す
る
イ
メ
ー
ジ
で
行
う
の
で
、

姿
勢
を
正
し
、
肩
こ
り
や
腰
痛

の
防
止
・
改
善
に
も
な
る
。

　
「
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
予
防
に

も
治
療
に
も
い
い
け
れ
ど
、
生

活
の
ど
こ
に
落
と
し
込
み
習
慣

化
さ
せ
る
の
か
、
な
か
な
か
大

変
で
す
。あ
る
保
健
師
さ
ん
は
、

『
こ
れ
だ
け
体
操
R』
の
や
り

方
を
コ
ピ
ー
機
に
貼
っ
て
、
コ

ピ
ー
を
取
る
待
ち
時
間
に
や
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
そ
う
で

す
」
と
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を

披
露
。
ま
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー

ズ
ム
の
代
表
的
な
症
状
を
解
消

す
る
た
め
に
、
睡
眠
か
ら
介
入

す
る
こ
と
へ
の
提
案
も
あ
っ
た
。

　
「
習
慣
化
さ
せ
る
、
行
動
変

容
を
促
す
な
ど
の
施
策
は
、
複

数
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
い
う
松
平
先
生
は
、

現
在
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
た
試

作
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
試
み
を
し
て
い
る
と
い

う
。
松
平
先
生
の
活
動
に
つ
い

て
、
詳
し
い
こ
と
は
左
記
で
。

　

坂
元
氏
は
Ｃ
Ｈ
Ｏ
労
働
衛
生

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
保
健
衛
生
）

と
し
て
静
岡
県
内
の
企
業
を
中

心
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
の
前

半
で
は
「
健
康
経
営
を
構
成
す

る
要
素
」
と
し
て
、
健
康
管
理

と
安
全
衛
生
の
基
本
を
確
認
。

健
康
管
理
の
要
点
と
し
て
①
安

全
配
慮
義
務
②
健
康
診
断
の
適

正
な
実
施
③
健
康
づ
く
り
、
の

３
点
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
。
さ
ら
に
社
内

で
安
全
衛
生
活
動
を
す
す
め
る

た
め
に
必
要
な
体
制
や
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
ま
わ
し
方
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

　

後
半
は
「
健
康
経
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
お
よ
び
実
施
要
領
を
学
ぼ

う
」
の
テ
ー
マ
で
、
実
際
に
坂

元
氏
が
携
わ
っ
て
作
成
し
た
健

康
経
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
研

修
が
す
す
め
ら
れ
た
。

　

健
康
経
営
で
は
、
経
営
者
と

労
働
者
双
方
が
W
I
N
・
W
I
N

の
関
係
に
な
る
こ
と
が
大
切
、

と
坂
元
氏
は
い
う
。
健
康
経
営

で
よ
く
い
わ
れ
る
生
産
性
や
業

務
効
率
の
向
上
や
優
秀
な
人
材

確
保
は
経
営
者
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
。
労
働
者
に
と
っ
て
は

職
場
環
境
が
改
善
さ
れ
、
満
足

度
が
あ
が
り
、
疾
病
や
労
災
リ

ス
ク
が
低
下
す
る
と
い
っ
た
身

近
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
。

　

健
康
経
営
銘
柄
や
健
康
経
営

優
良
法
人
の
認
定
基
準
の
項
目

の
ト
ッ
プ
は
「
経
営
理
念
（
経

営
者
の
自
覚
）」
と
な
っ
て
お

り
、
健
康
宣
言
の
社
内
外
へ
の

発
信
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト

や
統
合
報
告
書
な
ど
で
の
発

信
）
が
必
須
と
さ
れ
て
い
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
巻
頭
は
経
営

者
の
健
康
経
営
宣
言
で
始
ま

り
、
健
康
経
営
を
推
進
す
る
た

　

12
月
６
日
、
か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー
特
別
編
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
９
月
に
行
っ
た
特
別
編
（
有
料
セ
ミ

ナ
ー
）
の
第
２
弾
。
講
師
に
「
衛
生
管
理
者
の
学
校
」
代
表
の
坂

元
富
実
夫
氏
（
写
真
）
を
招
き
、「
健
康
経
営
」
に
つ
い
て
２
部

構
成
で
行
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
健
康
経
営
を
す
す
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
企
業
・
団
体
の
担
当
者
ら
が
参
加
し
た
。

め
の
組
織
体
制
、

制
度
・
施
策
、
取

り
組
み
の
効
果
検

証
、
法
令
遵
守
と

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
内
容
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

坂
元
氏
か
ら
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
の

ポ
イ
ン
ト
を
詳
細

に
解
説
さ
れ
た
参

加
者
ら
は
、
こ
れ

か
ら
の
健
康
経
営

の
推
進
に
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
た

よ
う
だ
。

か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー
〈
特
別
編
〉

健
康
経
営
を
推
進
す
る

た
め
に
大
切
な
こ
と
は

第４回 かながわ健康支援セミナー

プレゼンティーズム・ゼロに向けての
コンディショニング

わが国のプレゼンティーズムの最新情報

図3　借金はその場で返済！「これだけ体操®」

両ひじを近
づけながら
骨盤を押す あごは上げない

胸を開く

骨盤をしっかりと
前へ押し込む
イメージ Bipoji Lab

https://bipoji-lab.com/

かかとが浮くか
浮かないかぐら
い の、 つま先
重心でねばる

ひざは
曲げない

両手を
できるだけ
近づける

足は肩幅
より少し
広めで平
行に開く
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養
護
教
諭
の
意
欲
と 

能
力
向
上
を
後
押
し

　

ス
キ
ル
ラ
ダ
ー
と
は
、
養
護

教
諭
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
技

術
を
段
階
別
（
は
し
ご
状
）
に

示
し
た
も
の
。
自
分
の
ス
キ
ル

レ
ベ
ル
を
確
認
で
き
る
と
今
必

要
な
学
習
が
わ
か
り
、
資
質
能

力
向
上
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

　

な
ぜ
ス
キ
ル
ラ
ダ
ー
が
必
要

な
の
か
。
担
任
に
で
き
な
く
て

養
護
教
諭
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
と
、
た
び
た
び
そ
の
専
門
性

が
問
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
疑
問

を
払
拭
し
よ
う
と
研
鑽
を
重
ね

て
き
た
が
阻
む
壁
が
あ
る
の
も

事
実
。
そ
の
壁
と
は
、
第
一
に

養
護
教
諭
の
多
く
は
学
校
に
一

人
し
か
い
な
い
職
種
で
あ
り
、

悩
み
を
抱
え
て
い
て
も
相
談
す

る
同
じ
職
種
の
人
が
職
場
に
い

な
い
、
自
分
の
ス
キ
ル
を
確
認

す
る
機
会
が
な
い
の
が
現
状
。

ま
た
、
教
育
面
の
指
導
で
は
結

果
が
出
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

り
、数
値
化・可
視
化
が
困
難
。

健
康
予
防
面
で
は
指
導
と
の
因

果
関
係
が
わ
か
り
に
く
く
、
目

標
・
評
価
項
目
を
設
定
し
に
く

い
。
さ
ら
に
、
保
健
室
を
空
け

ら
れ
ず
思
う
よ
う
に
研
修
を
受

け
ら
れ
な
い
現
実
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
力
量
を
客
観
的
に
評

価
し
、
目
標
を
明
確
に
す
る
指

標
と
し
て
ス
キ
ル
ラ
ダ
ー
が
役

に
立
つ
。
ス
キ
ル
ラ
ダ
ー
は
、

救
急
処
置
・
健
康
診
断
・
疾
病

予
防
・
保
健
教
育
な
ど
11
の
業

務
ご
と
に
、
新
人
期
・
一
人
前

期
・
中
堅
期
・
熟
練
期
の
4
段

階
で
達
成
目
標
を
設
定
し
て
い

る
。
今
回
、
講
座
内
で
保
健
教

育
の
ス
キ
ル
ラ
ダ
ー
を
用
い
て

各
自
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

そ
の
活
用
法
を
確
認
し
た
。

　

後
半
は
高
橋
佐
和
子
先
生
が

所
属
す
る
「
お
も
し
ろ
健
康
教

育
研
究
所
」
の
活
動
を
紹
介
。

研
究
所
で
は
、
科
学
的
根
拠
と

理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
踏
ま

え
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

性
の
あ
る
健
康
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
。

理
論
×
エ
ン
タ
メ
で 

児
童
に
行
動
変
容
を

　

活
動
の
目
的
は
子
ど
も
の
行

動
変
容
で
、
そ
の
た
め
の
秘
訣

と
な
る
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー

（
自
己
効
力
感
）、
ヘ
ル
ス
ビ

リ
ー
フ
モ
デ
ル
（
健
康
信
念
モ

デ
ル
）、
計
画
行
動
理
論
（
プ

ラ
ン
ド
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
理
論
）
に

つ
い
て
解
説
。
例
え
ば
セ
ル
フ

エ
フ
ィ
カ
シ
ー
は
、
あ
る
行
動

を
う
ま
く
行
え
る
「
自
信
」
を

意
味
し
、
人
は
セ
ル
フ
エ
フ
ィ

カ
シ
ー
を
強
く
感
じ
る
と
そ
の

行
動
を
行
う
可
能
性
が
高
い
。

セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
を
高
め

る
に
は
、
や
り
遂
げ
る
体
験
を

積
む
（
成
功
体
験
）、
周
囲
か

ら
の
賞
賛
（
言
語
的
説
得
）、

行
動
へ
の
良
い
感
覚
の
自
覚

（
生
理
的
・
情
緒
的
状
態
）、
自

分
と
似
た
状
況
の
人
の
成
功
体

験
か
ら
学
ぶ
（
モ
デ
リ
ン
グ
）

が
有
効
。
参
加
者
は
、
こ
の
理

論
を
踏
ま
え
研
究
所
が
制
作
し

た
笑
い
と
学
び
が
詰
ま
っ
た
保

健
教
育
の
ス
ラ
イ
ド
を
観
賞

し
、
子
ど
も
の
心
を
動
か
す
保

健
教
育
の
手
法
を
学
ん
だ
。

　

最
後
は
、「
養
護
教
諭
は
子

ど
も
の
実
態
を
最
も
把
握
し
て

い
る
存
在
。
そ
の
強
み
を
活
か

し
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
保
健

教
育
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
結
ん
だ
。

　

当
協
会
の
中
央
診
療
所
所
長

で
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
総

長
の
小
林
理
医
師
は
、
か
ね
て

か
ら
が
ん
教
育
の
必
要
性
を
掲

げ
、
実
践
し
て
き
た
。
今
回
、

横
浜
市
の
戸
塚
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
11
月
26

日
、
学
校
で
の
『
が
ん
教
育
』

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
県
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
臨
床
研
究
所
・
片
山
佳
代

子
主
任
研
究
員
と
、
が
ん
体
験

者
の
会
「
マ
リ
ア
リ
ボ
ン
」
主

催
の
岩
澤
玉
青
さ
ん
と
と
も

に
、
小
林
先
生
も
講
師
と
し
て

参
加
し
た
。

　

会
場
は
、
横
浜
市
戸
塚
区
に

あ
る
全
校
生
徒
５
４
０
人
の
南

戸
塚
中
学
校（
石
黒
裕
校
長
）。

学
年
ご
と
に
、
３
回
の
講
演
を

実
施
。
１
年
生
は
片
山
講
師
が

担
当
し
、「
な
ぜ
が
ん
に
な
る

人
が
増
え
た
の
か
？
」「
ど
ん

な
人
が
が
ん
検
診
を
受
け
る
と

　

神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会
の
12
月
例
会
が
12
月
14
日
、
当

協
会
で
開
催
さ
れ
た
。
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
保
健
福

祉
学
部
看
護
学
科
准
教
授
・
高
橋
佐
和
子
先
生
（
写
真
）
を

招
き
「
養
護
教
諭
に
求
め
ら
れ
る
保
健
教
育
力
」の
テ
ー
マ

で
研
修
を
行
っ
た
。
養
護
教
諭
の
専
門
性
に
つ
い
て
具
体
的

な
評
価
指
標
も
示
し
な
が
ら
研
修
は
行
わ
れ
た
。
会
員
ら
県

内
の
養
護
教
諭
18
人
が
参
加
し
た
。

　
「
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
罹

患
す
る
時
代
」
と
い
わ
れ
、

身
近
な
病
気
と
な
っ
た
が
ん

に
対
し
、
国
は
学
校
に
お
け

る
『
が
ん
教
育
』
の
推
進
を

図
っ
て
い
る
。
文
部
科
学
省

の
新
指
導
要
領
に
よ
り
、
中

学
校
は
２
０
２
１
年
度
か
ら

保
健
体
育
科
で
の
『
が
ん
教

育
』
が
全
面
実
施
と
な
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
そ
れ
を
踏

ま
え
各
地
で
、
専
門
医
な
ど

外
部
講
師
を
招
い
て
行
う『
が

ん
教
育
』が
始
ま
っ
て
い
る
。

養護教諭に求められる
　　　　  保健教育力

神奈川学校保健研究会

　

玉
川
学
園
小
学
部
は
、
東

京
都
町
田
市
に
あ
る
私
立
の

共
学
校
で
す
。
今
年
度
で
創

立
90
周
年
と
な
り
ま
し
た
。

自
然
豊
か
な
61
万
㎡
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
幼
稚
部
生
か
ら
大

学
院
生
ま
で
が
生
活
を
し
て

い
ま
す
。

　

児
童
数
４
７
５
人
。
現
在

は
４
学
年
毎
に
校
舎
分
け
を

さ
れ
て
い
る
の
で
、
小
学
部

低
学
年
校
舎
で
は
４
年
生
が

最
上
級
生
と
し
て
下
の
学
年

を
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
玉
川
学
園
前
駅
か
ら
低

学
年
校
舎
ま
で
徒
歩
約
10
分

で
す
が
、
そ
の
道
の
り
は
平

坦
な
も
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
は
毎
日
丘
を
越
え
て

や
っ
て
き
ま
す
。
急
な
坂
道

で
の
転
倒
は
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る

も
の
で
す
が
、
上
級
生
が
下

級
生
を
連
れ
て
保
健
室
ま
で

一
緒
に
来
て
く
れ
る
姿
は
頼

も
し
い
も
の
で
す
。時
に
は
、

小
学
生
の
頃
に
よ
く
保
健
室

を
訪
れ
て
い
た
子
が
、
中
学

生
や
高
校
生
に
な
っ
て
小
学

生
に
付
き
添
っ
て
き
て
く
れ

る
こ
と
も
。
子
ど
も
の
成
長

を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
見
る

こ
と
が
で
き
、
一
貫
校
な
ら

で
は
の
嬉
し
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
と
保

健
室
で
こ
ぼ
す
「
保
健
室
っ

て
な
ん
か
落
ち
着
く
よ

ね
ぇ
」
と
い
う
言
葉
に
私
自

身
も
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
を
受
け
止
め
、
時
に
は
背

中
を
そ
っ
と
押
し
て
い
ま
す
。

　

私
学
の
保
健
部
会
や
神
奈

川
学
校
保
健
研
究
会
な
ど

で
、
他
校
の
養
護
教
諭
の
先

生
方
と
繋
が
り
を
も
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
人
職
の
養

護
教
諭
に
と
っ
て
大
切
な
場

で
す
。
他
愛
の
な
い
話
も
含

め
て
共
有
し
合
え
る
仲
間
を

も
ち
な
が
ら
、
日
々
成
長
中

で
す
。

玉川学園小学部
養護教諭

藤
ふ じ

部
べ

 佳
よ し

子
こ

保健室

当
協
会
の
小
林
医
師
が
講
師
と
し
て
参
加

南
戸
塚
中
学
校
で

初
め
て
の『
が
ん
教
育
』

い
い
の
か
？
」「
が
ん
に
な
ら

な
い
生
活
と
は
？
」
な
ど
、
生

徒
た
ち
に
問
い
か
け
な
が
ら
、

が
ん
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

を
伝
え
た
。

　

２
年
生
と
３
年
生
に
は
、
小

林
医
師
に
よ
る
が
ん
の
基
本
的

な
知
識
と
、
岩
澤
さ
ん
自
身
の

体
験
談
と
い
う
２
部
構
成
で
行

わ
れ
た
。

　

が
ん
の
主
な
原
因
に
、
飲

酒
・
喫
煙
、
食
生
活
な
ど
生
活

習
慣
の
乱
れ
が
あ
り
、
気
を
つ

け
る
こ
と
で
６
割
の
リ
ス
ク
が

減
ら
せ
る
と
い
う
。
ま
た
、
ピ

ロ
リ
菌
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
な
ど
、
感
染
症
に
よ
る

が
ん
も
あ
る
。「
こ
こ
で
大
切

な
の
は
、
感
染
症
が
原
因
の
が

ん
で
も
、
が
ん
自
体
は
感
染
し

ま
せ
ん
」と
小
林
医
師
は
話
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
に
気
を
つ

け
て
も
、
４
割
は
が
ん
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
重
要

な
の
が
、
が
ん
検
診
を
受
け
、

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
だ
。
が

ん
は
症
状
が
な
い
う
ち
に
見
つ

か
れ
ば
、
８
割
以
上
が
治
る
病

気
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

が
ん
が
身
近
に
な
っ
た
今
、

が
ん
に
対
す
る
情
報
は
し
ば
し

ば
目
に
す
る
が
、
そ
の
す
べ
て

が
正
し
い
も
の
と
は
限
ら
な

い
。
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
知

識
を
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
き

ち
ん
と
学
ば
せ
る
と
い
う
の
が

『
が
ん
教
育
』
の
主
旨
で
も
あ

る
。
正
し
く
知
る
こ
と
で
、
必

要
以
上
に
恐
れ
ず
、
差
別
や
偏

見
を
助
長
せ
ず
、
が
ん
や
が
ん

患
者
と
向
き
合
え
る
。そ
れ
は
、

が
ん
に
な
っ
た
方
た
ち
を
、
ど

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
に
つ

な
が
る
。

　

岩
澤
さ
ん
か
ら
は
、
自
身
の

体
験
を
通
し
て
、
何
が
が
ん
患

者
を
傷
つ
け
る
の
か
、
何
が
助

け
に
な
る
の
か
な
ど
が
語
ら
れ

た
。
そ
し
て
、「
苦
し
い
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
助
け
を
求
め
る

勇
気
、
求
め
ら
れ
た
ら
手
を
差

し
伸
べ
る
力
強
さ
と
優
し
さ
を

持
っ
て
ほ
し
い
。
が
ん
で
あ
っ

て
も
な
く
て
も
、
み
ん
な
で
支

え
合
う
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」
と
結
ん
だ
。

　

終
了
後
、
飯
田
太
副
校
長
か

ら
講
師
ら
に
向
け
て
、「
今
回
、

が
ん
に
対
す
る
関
心
を
引
き
出

し
て
い
た
だ
い
た
。
が
ん
＝
怖

い
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
、
子
ど

も
た
ち
に
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。

今回の講師の一人、片山先生
が、１月25日（土）14時～、
「神奈川学校保健研究会」の例
会で、養護教諭に向けての「が

ん教育講座」
を行います。
興味のある方
は、研究会の
HPまで。

岩澤玉青　講師 小林 理　講師

片山佳代子　講師



健 康 か な が わ （毎月１回・15日発行） （４）第６２２号令和２年1月1５日

個人情報の取り扱いについて
　当協会では、本紙を送付している皆様につ
いて、送付に必要な情報（氏名・住所・所属
など）を送付名簿として保持しております。
　この個人情報は当協会の個人情報保護方針
に基づき、厳重な管理のもとに運用しており
ます。その上で、今後も継続して送付したい
と考えております。送付名簿から削除・訂正
を希望される場合には、健康創造室企画課
（☎045−641−8505）までご連絡ください。

ピンクリボンかながわの今後の予定
「ピンクリボントークショーinトレッサ（仮題）」
日時：2020年2月24日（月・休）　10：00～16：00（予定）
場所：トレッサ横浜　北棟リヨン広場（港北区師岡町700）

横浜市水道局×ピンクリボンかながわ＆ふじさわ×キリンホールディングス（株）×メタウォーター
（株）のコラボで、ピンクリボン代表の土井卓子医師によるピンクリボントークショーが行われます。

お問い合わせは、ピンクリボンかながわ事務局 薔 0120-406-561

　

第
65
回
神
奈
川
県
公
衆
衛
生
学
会
が
、
11
月
20
日
、
横
浜

市
開
港
記
念
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
演
題
は
誌
上
発

表
も
含
め
30
題
。
ま
た
口
演
発
表
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
7
月
か
ら
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
を
控
え
、「
感
染
症
対
策
・
広
域
連
携
～
東
京
２
０
２
０

大
会
及
び
そ
の
後
に
向
け
て
～
」を
テ
ー
マ
に
4
人
の
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
を
迎
え
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
7
月
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

始
ま
り
、
海
外
か
ら
４
、０
０
０ 

万
人
以
上
が
訪
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
図
）。

オ
リ
・
パ
ラ
の
よ
う
な
国
際
的

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
マ
ス

ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
災
害
へ
の
備
え

が
欠
か
せ
な
い
。
マ
ス
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ
と
は
、
特
定
の
期
間
・

場
所
に
同
一
の
目
的
で
多
人
数

が
集
ま
る
こ
と
を
指
し
、
あ
る

報
告
で
は
１
、０
０
０
人
以
上
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
２
万
５
、０
０
０

人
以
上
と
定
義
さ
れ
、
感
染
症

の
流
行
や
集
団
災
害
の
発
生
な

ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
訪
日
外
国
人
旅

行
者
が
持
ち
込
む
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
感
染
症
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
も
必
要
と
な
る
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

神
奈
川
県
衛
生
研
究
所
の
高
崎

智
彦
所
長
を
座
長
に
、
東
京
オ

リ
・
パ
ラ
大
会
と
そ
の
後
を
見

据
え
て
「
感
染
症
対
策
・
広
域

連
携
」
を
テ
ー
マ
に
、
4
人
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
迎
え
て
開
催

さ
れ
た
。

　

ま
ず
川
崎
市
健
康
安
全
研
究

所
の
岡
部
信
彦
所
長
が
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
現
代
の
感
染

症
」
と
題
し
て
講
演
。
岡
部
所

長
は
、
海
外
か
ら
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
た
輸
入
感
染
症
と
現

在
、
地
球
規
模
で
話
題
と
な
っ

て
い
る
エ
ボ
ラ
出
血
熱
や
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ジ
カ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
感
染
症
を
整
理
し
て

紹
介
。「
オ
リ
・
パ
ラ
な
ど
の

マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
の
開
催
で

は
、
感
染
症
は
い
つ
発
生
し
て

も
お
か
し
く
は
な
い
。
医
療
関

係
者
、
感
染
症
検
査
機
関
、
公

衆
衛
生
行
政
担
当
者
は
、
感
染

症
に
遭
遇
す
る
機
会
は『
あ
る
』

と
考
え
て
平
常
時
か
ら
対
策
の

レ
ベ
ル
を
上
げ
て
お
く
こ
と
が

肝
要
」
と
発
言
し
た
。

　

2
人
目
の
国
立
感
染
症
研
究

所
感
染
症
疫
学
セ
ン
タ
ー
第
一

室
の
松
井
珠
乃
室
長
か
ら
は
、

同
セ
ン
タ
ー
で
養
成
し
て
い
る

感
染
症
の
「
実
地
疫
学
専
門
家

養
成
コ
ー
ス
」
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
厚
生
労
働
省
東
京
検

疫
所
検
疫
衛
生
課
の
横
塚
由
美

課
長
が
「
東
京
２
０
２
０
大
会

へ
の
感
染
症
対
策
と
地
域
と
の

連
携
」
と
題
し
て
講
演
。
東
京

検
疫
所
で
の
対
策
や
訓
練
、
自

治
体
と
連
携
し
た
東
京
港
保
健

衛
生
管
理
運
営
協
議
会
で
の
取

り
組
み
を
中
心
と
し
た
報
告
が

あ
っ
た
。

　

最
後
に
神
奈
川
県
で
の
取
り

組
み
と
し
て
、
神
奈
川
県
健
康

医
療
局
保
健
医
療
部
の
前
田
光

哉
部
長
が
「
神
奈
川
県
の
感
染

症
対
策
・
広
域
連
携
」
と
題
し

て
講
演
。
東
京
２
０
２
０
大
会

で
の
県
内
開
催
は
、サ
ッ
カ
ー
、

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
セ
ー

リ
ン
グ
、
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
の
5
競
技
4
会
場
。
そ
し
て

事
前
キ
ャ
ン
プ
な
ど
は
14
カ

国
・
13
市
町
村
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
表
）。

　

大
会
へ
向
け
た
神
奈
川
県
の

対
策
と
し
て
前
田
部
長
は
3
項

目
に
整
理
し
、
進
め
て
い
る
と

い
う
。
1
つ
目
が
感
染
症
の
発

生
状
況
や
変
化
を
継
続
的
に
監

対
応
⑤
大
会
関
係
機
関
、
他
自

治
体
と
の
連
携
が
あ
げ
ら
れ

る
。
3
つ
目
が
情
報
提
供
（
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
積
極
的
な
活
用

に
よ
る
多
言
語
対
応
。
そ
し
て

大
会
関
係
機
関
や
他
自
治
体
と

連
携
し
、
感
染
症
の
公
表
に
関

し
て
の
調
整
も
必
要
と
な
る
。

　

前
田
部
長
は
「
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ッ
ピ
ッ
ク
大
会
へ
向
け
て
、

神
奈
川
県
は
、
今
後
も
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
適
切
な
感
染

症
リ
ス
ク
評
価
を
再
実
施
し
、

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
体
制
を
強
化

し
て
大
会
を
迎
え
た
い
」
と
講

演
を
行
っ
た
。

視
す
る
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
。
2

つ
目
が
発
生
時

対
応
。
そ
の
対

応
と
し
て
①
疫

学
調
査
②
検
査

③
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
感
染
症
の
診

断
・
治
療
と

い
っ
た
医
療

（
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
シ
ス
テ
ム

の
活
用
を
含

む
）
④
多
言
語

『健康かながわ』は、
当協会のホームページからも
ご覧になることができます

『小田原市・曽我の里　別所梅林』

写真提供・神奈川新聞社

10

　北条氏の時代に梅の実を兵糧用にするため、城下に多くの木が植えられたのが梅林の始まりとされ
ています。さらに江戸時代、藩主の大久保氏により梅の栽培が奨励され、箱根越え拠点の宿場町で 
旅人に梅干しが重宝されたことからも、梅の栽培が急速に増えていきました。2月1日～ 3月1日には 

「梅まつり」が開催され、35,000本の白梅の香りの下、流鏑馬や小田原提灯祭りなどが催されます。

（前田部長資料より）

表　事前キャンプ等実施国の状況（14カ国・13市町村）

図　年別訪日外国人数の推移（2003年以降）

第
65
回
神
奈
川
県
公
衆
衛
生
学
会

感
染
症
対
策
・
広
域
連
携

東
京
オ
リ
・パ
ラ
大
会
と
そ
の
後
に
向
け
て

18
の
テ
ー
マ
で
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア

未
病
番
長
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で

健
康
を
語
る
三
浦
さ
ん

　11月30日、横浜みなとみらいのクイーンズサーク
ルで、食生活・運動・未病の改善など「健康」をテー
マとした体験型イベント「健康チャレンジフェアか
ながわ2019」が開催された。このイベントは今年で
6回目を数え、県内外から大勢の来場者があった。
　当日、ステージ上では「県民フォーラム」も同時
開催。8月に県が進めている未病の重要性を県民に
伝える「未病番長」に就任した三浦大輔さん（元プ
ロ野球選手）による「未病番長トークイベント」が
催された。三浦さんは未病を野球に例え、「選手も
調子のいいときと悪いときがあり、1年間常に100パー
セントを維持するのは無理。悪くても調子の波を小
さく保つのがプロ。そのために選手は日々トレーニ
ングを行っており、未病にも通じる」と話した。
　ブースイベントでは18のテーマで健康づくりに
チャレンジ。当協会に事務局を置く「ピンクリボン
かながわ」（写真左）と「禁煙・受動喫煙防止活動
を推進する神奈川会議（以下「神奈川会議」）」も参
加。乳がんの啓発活動を進めているピンクリボン
ブースでは自己触診の正しい方法や検診の大切さを
訴えた。また神奈川会議はかながわ健康財団と協力
し、呼気検査と併せて禁煙相談を行った。

　スマホにも対応しておりますので、上のQR
コードもご利用ください。当協会の発行物は、
随時デジタル化を進めております。
　今後、WEBで見るので郵送は不要だと思わ
れる方は、下記アドレスまでご連絡ください。
　また、『健康かながわ』についての、ご意見・
ご感想などもお寄せください。

kenkana@yobouigaku-kanagawa.or.jp

http://www.yobouigaku-kanagawa.or.jp/
info_service/healthy_kanagawa/index.html

市町村 事前キャンプ実施国
1 横浜市、川崎市 イギリス
2 相模原市 ブラジル、カナダ（ボート）
3 横須賀市 イスラエル（柔道）
4 平塚市 リトアニア
5 鎌倉市 フランス（セーリング）
6 藤沢市 ポルトガル（パラリンピック）

7 小田原市、箱根町、大磯町
エリトリア、ブータン、
ミャンマー

8 小田原市 モルディブ、オーストラリア
（7人制ラグビー）

9 逗子市 スペイン（セーリング）

10 厚木市 ニュージーランド（バスケット
ボール、ゴルフ、車いすラグビー）

11 葉山町 イギリス（セーリング）
大磯町 選手村分村（セーリング ）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

２
０
１
８

２
０
１
７

２
０
１
６

２
０
１
５

２
０
１
４

２
０
１
３

２
０
１
２

２
０
１
１

２
０
１
０

２
０
０
９

２
０
０
８

２
０
０
７

２
０
０
６

２
０
０
５

２
０
０
４

２
０
０
３

年

万人

521 614 673 733
835 835

679
861

622
836

1,036
1,341

1,974

2,404

2,869

※2020年：4,000万人 3,119
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